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「3匹のくま」

ゴルディロックス経済の結末・・・？

最近よく耳にするゴルディロックス経済とは、ちょうど良い加減の
スープを飲み干した少女ゴルディロックスにちなんで「熱すぎず、ぬ
るすぎず、ちょうど良い」いわゆる「インフレを起こすほど熱くなく、不
況になるほど冷めていない、ほどよい理想的な景気」を指していま
す。「適温経済」と訳されることもあります。

1990年代中ごろから2000年代初頭までの米国経済を表す言葉と
して使われてきましたが、このところの世界経済を喩える言葉として
再びよく聞かれるようになっています。

米国は、失業率が4.3％まで低下し、ほぼ完全雇用の状態といわ
れますがインフレは緩やかで過熱感はありません。米国の景気は良
いのですが過熱もしていない、市場では緩やかな株高、債券高と
いったほどよく心地よい状態が続いています。

森で少女がクマの家に迷い込み、寒さと空腹のあまりテーブルに置いてあったスープを勝手に飲んでしまったという英
国童話「3匹のくま」を覚えていますか？あの少女の名前が『ゴルディロックス』だと知る人は少ないかもしれません。
少女ゴルディロックスは、テーブルにあった3つのスープを口にし、1つ目は熱すぎる、2つ目はぬるすぎる、3つ目は熱
すぎずぬるすぎず、ちょうど良かったので飲み干してしまいます。

ゴルディロックス経済

「ブル」と「ベア」

2017年7月21日

マーケットでは、強気のことを「ブル（雄牛）」、弱気のことを「ベア（クマ）」といったりしますよね。
童話には続きがあり、その結末には2つのバージョンが存在しています。
少女ゴルディロックスは寝室へ行き、3つ置いてあったベッドのうち、硬すぎず柔らかすぎず、大きすぎず小さすぎず、
やはりちょうど良いベッドを選んで寝込んでしまいます。そこへクマの親子が帰ってきました。
バージョンその1「目を覚ました少女は慌てて森へ逃げましたとさ・・・」
バージョンその2「かわいそうに、少女はクマに食べられてしまいましたとさ・・・」
とにかくいずれのバージョンでもクマは戻ってくるようです。
心地よい状態が末永く続く事を願いつつも、ゴルディロックスに無防備な楽観は禁物です。
いずれ戻ってくる「ベア（弱気）」と鉢合わせしても上手く逃げられるように、備えと準備をお忘れなく。


